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研
究
ノ
ー
ト

　

正
当
防
衛
に
お
け
る
侵
害
の
予
期 

　
―
最
決
平
成
二
九
年
四
月
二
六
日
の
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
―

井　

上　

宜　

裕

序
論　

最
高
裁
平
成
二
九
年
四
月
二
六
日
決
定
の
下
級
審
へ
の
影
響

　
　

１　

最
高
裁
平
成
二
九
年
四
月
二
六
日
決
定

　
　

２　

仙
台
地
裁
平
成
二
九
年
九
月
二
二
日
判
決

Ⅰ　

正
当
防
衛
に
お
け
る
侵
害
の
予
期

　
　

１　

侵
害
の
予
期
と
急
迫
性

　
　

２　

侵
害
回
避
義
務
論

Ⅱ　

刑
法
三
六
条
の
趣
旨

結
論　

刑
法
三
六
条
と
罪
刑
法
定
主
義

（86－１－１）

序
論　

最
高
裁
平
成
二
九
年
四
月
二
六
日
決
定
の
下
級
審
へ
の
影
響

　

１　

最
高
裁
平
成
二
九
年
四
月
二
六
日
決
定

　

正
当
防
衛
に
お
け
る
侵
害
の
予
期
に
関
し
て
、
最
高
裁
は
、
驚
く

べ
き
決
定
を
下
し
た
。
そ
れ
が
、
最
高
裁
平
成
二
九
年
四
月
二
六
日

決
定
（
刑
集
七
一
巻
四
号
二
七
五
頁
）
で
あ
る
。
本
決
定
は
、
積
極

的
加
害
意
が
な
く
て
も
急
迫
性
が
否
定
さ
れ
る
余
地
を
肯
定
し
た

上
、「
刑
法
三
六
条
の
趣
旨
」
と
し
て
、
正
当
防
衛
を
「
公
的
機
関

に
よ
る
法
的
保
護
を
求
め
る
こ
と
が
期
待
で
き
な
い
と
き
」
に
限
定

す
る
方
向
性
を
示
し
た
。

　

本
稿
で
は
、
ま
ず
、
刑
法
三
六
条
の
解
釈
論
を
め
ぐ
る
本
決
定
の

内
容
を
概
観
し
、
本
決
定
が
下
級
審
に
与
え
た
影
響
を
精
査
す
る
。

そ
の
上
で
、
侵
害
の
予
期
が
あ
る
場
合
の
処
理
に
つ
い
て
、
判
例
の

動
向
を
批
判
的
に
分
析
す
る（

１
）。

　

ま
ず
、
最
決
平
成
二
九
年
四
月
二
六
日（

２
）の

内
容
に
つ
い
て
、
確
認

し
て
お
く
。

　

事
案
の
概
要
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

被
告
人
は
、
知
人
で
あ
る
Ａ
（
当
時
四
〇
歳
）
か
ら
、
平
成
二
六

年
六
月
二
日
午
後
四
時
三
〇
分
頃
、
不
在
中
の
自
宅
（
マ
ン
シ
ョ
ン

六
階
）
の
玄
関
扉
を
消
火
器
で
何
度
も
た
た
か
れ
、
そ
の
頃
か
ら
同
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月
三
日
午
前
三
時
頃
ま
で
の
間
、
十
数
回
に
わ
た
り
電
話
で
、「
今

か
ら
行
っ
た
る
か
ら
待
っ
と
け
。
け
じ
め
と
っ
た
る
か
ら
。」
と
怒

鳴
ら
れ
た
り
、
仲
間
と
共
に
攻
撃
を
加
え
る
と
言
わ
れ
た
り
す
る
な

ど
、
身
に
覚
え
の
な
い
因
縁
を
付
け
ら
れ
、
立
腹
し
て
い
た
。

　

被
告
人
は
、
自
宅
に
い
た
と
こ
ろ
、
同
日
午
前
四
時
二
分
頃
、
Ａ

か
ら
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
前
に
来
て
い
る
か
ら
降
り
て
来
る
よ
う
に
と

電
話
で
呼
び
出
さ
れ
て
、
自
宅
に
あ
っ
た
包
丁
（
刃
体
の
長
さ
約

13
・
８
㎝
）
に
タ
オ
ル
を
巻
き
、
そ
れ
を
ズ
ボ
ン
の
腰
部
右
後
ろ
に

差
し
挟
ん
で
、
自
宅
マ
ン
シ
ョ
ン
前
の
路
上
に
赴
い
た
。

　

被
告
人
を
見
付
け
た
Ａ
が
ハ
ン
マ
ー
を
持
っ
て
被
告
人
の
方
に
駆

け
寄
っ
て
来
た
が
、
被
告
人
は
、
Ａ
に
包
丁
を
示
す
な
ど
の
威
嚇
的

行
動
を
取
る
こ
と
な
く
、
歩
い
て
Ａ
に
近
づ
き
、
ハ
ン
マ
ー
で
殴
り

か
か
っ
て
来
た
Ａ
の
攻
撃
を
、
腕
を
出
し
腰
を
引
く
な
ど
し
て
防
ぎ

な
が
ら
、
包
丁
を
取
り
出
す
と
、
殺
意
を
も
っ
て
、
Ａ
の
左
側
胸
部

を
包
丁
で
一
回
強
く
突
き
刺
し
て
殺
害
し
た
。

　

最
高
裁
は
以
下
の
よ
う
に
判
示
し
て
、
正
当
防
衛
及
び
過
剰
防
衛

の
成
立
を
否
定
し
た
原
審
を
支
持
し
て
い
る
。

　
「
刑
法
三
六
条
は
、
急
迫
不
正
の
侵
害
と
い
う
緊
急
状
況
の
下
で

公
的
機
関
に
よ
る
法
的
保
護
を
求
め
る
こ
と
が
期
待
で
き
な
い
と
き

に
、
侵
害
を
排
除
す
る
た
め
の
私
人
に
よ
る
対
抗
行
為
を
例
外
的
に

許
容
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
行
為
者
が
侵
害
を
予
期
し

た
上
で
対
抗
行
為
に
及
ん
だ
場
合
、
侵
害
の
急
迫
性
の
要
件
に
つ
い

て
は
、
侵
害
を
予
期
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
直
ち
に
こ
れ
が
失
わ
れ

る
と
解
す
べ
き
で
は
な
く
（
最
高
裁
昭
和
四
五
年
（
あ
）
第
二
五
六

三
号
同
四
六
年
一
一
月
一
六
日
第
三
小
法
廷
判
決
・
刑
集
二
五
巻
八

号
九
九
六
頁
参
照
）、
対
抗
行
為
に
先
行
す
る
事
情
を
含
め
た
行
為

全
般
の
状
況
に
照
ら
し
て
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
事

案
に
応
じ
、
行
為
者
と
相
手
方
と
の
従
前
の
関
係
、
予
期
さ
れ
た
侵

害
の
内
容
、
侵
害
の
予
期
の
程
度
、
侵
害
回
避
の
容
易
性
、
侵
害
場

所
に
出
向
く
必
要
性
、
侵
害
場
所
に
と
ど
ま
る
相
当
性
、
対
抗
行
為

の
準
備
の
状
況
（
特
に
、
凶
器
の
準
備
の
有
無
や
準
備
し
た
凶
器
の

性
状
等
）、
実
際
の
侵
害
行
為
の
内
容
と
予
期
さ
れ
た
侵
害
と
の
異

同
、
行
為
者
が
そ
の
機
会
を
利
用
し
積
極
的
に
相
手
方
に
対
し
て
加

害
行
為
を
す
る
意
思
で
侵
害
に
臨
ん
だ
と
き
（
最
高
裁
昭
和
五
一
年

（
あ
）
第
六
七
一
号
同
五
二
年
七
月
二
一
日
第
一
小
法
廷
決
定
・
刑

集
三
一
巻
四
号
七
四
七
頁
参
照
）
な
ど
、
前
記
の
よ
う
な
刑
法
三
六

条
の
趣
旨
に
照
ら
し
許
容
さ
れ
る
も
の
と
は
い
え
な
い
場
合
に
は
、

侵
害
の
急
迫
性
の
要
件
を
充
た
さ
な
い
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。」

　

以
上
が
最
高
裁
平
成
二
九
年
決
定
の
概
要
で
あ
る
。
本
決
定
で
注

目
す
べ
き
は
、
侵
害
の
予
期
が
あ
り
か
つ
積
極
的
加
害
意
思
が
あ
る

場
合
に
侵
害
の
急
迫
性
を
否
定
す
る
従
来
の
判
例
の
枠
組
を
超
え

て
、
積
極
的
加
害
意
思
の
存
在
を
急
迫
性
が
否
定
さ
れ
る
一
例
と
位
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置
づ
け
た
点
、
及
び
、「
刑
法
三
六
条
の
趣
旨
」
と
し
て
、
正
当
防

衛
を
「
公
的
機
関
に
よ
る
法
的
保
護
を
求
め
る
こ
と
が
期
待
で
き
な

い
と
き
」
に
限
定
し
よ
う
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

　

２　

仙
台
地
裁
平
成
二
九
年
九
月
二
二
日
判
決

　

上
述
の
最
高
裁
平
成
二
九
年
決
定
は
、
下
級
審
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
。
中
で
も
、
仙
台
地
判
平
成
二
九
年
九
月
二
二
日

（
裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（

３
））

に
は
、
如
実
に
そ
の
影
響
を
看
取
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

本
件
の
事
案
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　

被
告
人
Ｘ
は
、
東
日
本
大
震
災
復
興
事
業
工
事
従
事
者
仮
設
施
設

に
居
住
し
て
い
た
者
で
あ
る
が
、
同
僚
で
あ
る
Ｏ
（
当
時
五
六
歳
）

が
模
造
刀
（
全
長
約
１
０
０
㎝
、
刃
渡
り
約
74
㎝
）
を
持
っ
て
Ｘ
方

居
室
を
訪
れ
、
Ｘ
に
対
し
「
顔
貸
せ
」
と
言
っ
た
の
に
応
じ
、
Ｏ
に

追
随
し
て
、
前
記
仮
設
施
設
に
隣
接
す
る
Ｄ
営
業
所
東
側
駐
車
場
に

赴
き
、
平
成
二
八
年
八
月
二
四
日
午
後
九
時
五
〇
分
頃
、
同
所
に
お

い
て
、
Ｏ
に
対
し
、
殺
意
を
も
っ
て
、
そ
の
腹
部
及
び
左
側
胸
部
を

刃
体
の
長
さ
約
16
㎝
の
包
丁
で
刺
す
な
ど
し
、
よ
っ
て
同
日
午
後
一

一
時
二
九
分
頃
、
Ｔ
大
学
病
院
高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
Ｏ
を
創
か
ら
の
出
血
に
よ
り
死
亡
さ
せ
て
殺
害
し
た
。

　

仙
台
地
裁
は
、
以
下
の
よ
う
に
判
示
し
て
、
正
当
防
衛
の
成
立
を

（86－１－３）

否
定
し
た
。

　
「
1　

問
題
の
所
在

　

検
察
官
は
、
Ｘ
の
本
件
行
為
に
つ
い
て
、
Ｘ
は
警
察
な
ど
の
公
的

機
関
の
保
護
を
求
め
る
こ
と
が
十
分
で
き
た
か
ら
急
迫
性
の
要
件
は

充
た
さ
れ
な
い
と
し
、
弁
護
人
は
、
本
件
駐
車
場
で
Ｏ
が
振
り
向
き

ざ
ま
に
突
然
Ｘ
に
切
り
か
か
っ
て
き
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
急
迫
不

正
の
侵
害
が
あ
る
と
主
張
す
る
の
で
、
本
件
行
為
は
急
迫
性
の
要
件

が
充
た
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
か
検
討
す
る
。

　

２　

関
係
証
拠
に
よ
れ
ば
、
以
下
の
事
実
が
認
め
ら
れ
る
。

　

⑴　

Ｘ
と
Ｏ
と
の
従
前
か
ら
の
関
係
等

　

Ｘ
と
Ｏ
は
、
い
ず
れ
も
ダ
ン
プ
カ
ー
の
運
転
手
と
し
て
稼
働
し
て

お
り
、
平
成
二
五
年
一
月
頃
に
、
口
論
か
ら
、
Ｘ
が
Ｏ
の
腹
部
等
を

果
物
ナ
イ
フ
で
切
り
つ
け
て
け
が
を
さ
せ
る
と
い
う
出
来
事
が
あ
っ

た
。
そ
の
後
、
Ｘ
及
び
Ｏ
は
、
東
日
本
大
震
災
復
興
事
業
工
事
従
事

者
仮
設
施
設
（
以
下
「
本
件
宿
舎
」
と
い
う
。）
に
転
居
し
た
が
、

両
名
は
、
互
い
に
傷
つ
け
合
う
と
い
う
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
は
な
か
っ

た
も
の
の
、
良
好
な
間
柄
で
は
な
か
っ
た
。

　

本
件
当
時
、
両
名
は
本
件
宿
舎
に
居
住
し
て
お
り
、
Ｘ
の
居
室
は

本
件
宿
舎
二
階
の
二
〇
一
号
室
、
Ｏ
の
居
室
は
同
じ
く
二
〇
五
号
室

で
あ
っ
た
。
本
件
宿
舎
に
は
、
Ｘ
及
び
Ｏ
の
ほ
か
に
も
同
僚
が
居
住

し
て
い
た
。
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⑵　

本
件
直
前
の
状
況

　

Ｘ
は
、
本
件
の
前
、
焼
酎
（
ア
ル
コ
ー
ル
度
数
25
度
）
を
ロ
ッ
ク

で
三
、
四
杯
程
度
飲
み
、
睡
眠
薬
を
一
錠
服
用
し
た
。

　

そ
の
後
、
Ｏ
が
Ｘ
方
居
室
に
来
訪
し
、
Ｘ
が
同
居
室
の
ド
ア
を
開

け
る
と
、
Ｏ
は
、
抜
き
身
状
態
の
刃
体
部
分
を
肩
に
担
ぐ
よ
う
に
し

て
本
件
模
造
刀
を
持
っ
て
い
た
。
そ
の
柄
を
つ
か
ん
で
い
た
Ｏ
の
右

手
に
は
タ
オ
ル
が
巻
き
付
け
ら
れ
て
い
た
。
本
件
模
造
刀
は
、
全
長

約
１
０
０
㎝
、
刃
渡
り
約
74
㎝
の
も
の
で
あ
っ
た
。

　

Ｏ
は
、
Ｘ
方
居
室
の
外
か
ら
、
Ｘ
に
対
し
『
顔
貸
せ
』
と
言
っ
て

呼
び
出
し
た
。
Ｘ
は
、
Ｏ
に
け
ん
か
を
売
ら
れ
て
い
る
、
本
件
模
造

刀
で
切
り
か
か
っ
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
、
Ｘ
方
居
室
内
に

あ
っ
た
本
件
包
丁
を
パ
ン
ツ
に
挟
ん
で
隠
し
持
ち
、
Ｏ
の
後
ろ
に
付

き
従
っ
て
Ｘ
方
居
室
を
出
て
、
階
段
を
下
り
た
上
、
本
件
宿
舎
を
出

て
、
現
場
と
な
る
本
件
駐
車
場
に
赴
い
た
。

　

⑶　

本
件
駐
車
場
に
お
け
る
状
況

　

弁
護
人
は
、
Ｏ
が
本
件
駐
車
場
に
お
い
て
本
件
模
造
刀
で
突
然
Ｘ

に
切
り
か
か
っ
て
き
た
旨
主
張
す
る
と
こ
ろ
、
Ｘ
は
、
Ｏ
が
本
件
模

造
刀
を
持
っ
た
右
手
を
振
り
下
げ
た
と
は
供
述
す
る
が
、
こ
れ
で
切

り
か
か
っ
て
き
た
と
は
供
述
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
Ｘ
の
身
体
に
Ｏ

が
突
然
切
り
か
か
っ
て
き
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
よ
う
な
負
傷
が

見
当
た
ら
な
い
こ
と
か
ら
す
る
と
、
Ｏ
が
弁
護
人
の
主
張
す
る
よ
う

な
態
様
で
切
り
か
か
っ
て
き
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
Ｘ

が
腰
の
高
さ
で
本
件
模
造
刀
の
刃
体
部
分
を
左
手
で
つ
か
ん
だ
旨
供

述
し
て
い
る
こ
と
、
本
件
犯
行
後
の
職
務
質
問
の
際
、
Ｘ
が
警
察
官

に
対
し
、
本
件
の
犯
行
状
況
に
関
し
て
、
Ｏ
が
模
造
刀
を
向
け
て
き

た
旨
説
明
し
て
い
た
こ
と
、（
…
…
）、
本
件
時
、
被
告
人
に
は
、
意

識
狭
縮
が
認
め
ら
れ
、
怒
り
、
恐
怖
な
ど
の
強
い
情
動
が
生
じ
る
事

態
が
招
来
し
て
い
た
も
の
と
推
認
さ
れ
る
こ
と
に
徴
す
る
と
、
Ｏ
が

Ｘ
に
本
件
模
造
刀
の
切
っ
先
を
向
け
て
突
き
出
し
て
き
た
疑
い
が
あ

る
と
い
う
こ
と
は
で
き
る
。

　
（
…
…
）

　

3　

以
上
の
事
実
を
前
提
に
検
討
す
る
と
、
Ｘ
は
、
Ｏ
の
呼
出
し

に
応
じ
て
Ｘ
方
居
室
を
出
て
、
本
件
駐
車
場
に
赴
け
ば
、
Ｏ
か
ら
本

件
模
造
刀
で
切
り
か
か
ら
れ
る
な
ど
の
暴
行
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
を

十
分
予
期
し
な
が
ら
、
自
室
を
施
錠
し
た
り
、
警
察
や
同
僚
の
援
助

を
求
め
る
こ
と
な
ど
が
容
易
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
件
包

丁
を
準
備
し
て
こ
れ
を
携
行
し
た
上
、
Ｏ
に
続
い
て
自
ら
本
件
駐
車

場
に
赴
き
、
Ｏ
か
ら
本
件
模
造
刀
を
突
き
出
さ
れ
る
や
、
殺
意
を

も
っ
て
前
記
刺
突
行
為
に
及
ん
だ
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う

な
本
件
行
為
全
般
の
状
況
に
照
ら
す
と
、
Ｘ
の
本
件
行
為
は
、
急
迫

不
正
の
侵
害
と
い
う
緊
急
状
況
の
下
で
公
的
機
関
に
よ
る
法
的
保
護

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
に
、
侵
害
を
排
除
す
る
た
め
に
私

（法政研究 86－１－４）
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人
に
よ
る
対
抗
行
為
を
例
外
的
に
許
容
す
る
と
い
う
刑
法
三
六
条
の

趣
旨
に
照
ら
し
許
容
さ
れ
る
も
の
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
反
撃
行
為
に

出
る
こ
と
を
正
当
化
す
る
よ
う
な
緊
急
状
況
に
あ
っ
た
と
は
い
え
な

い
。
し
た
が
っ
て
、
Ｘ
の
本
件
行
為
は
、
侵
害
の
急
迫
性
の
要
件
を

充
た
さ
な
い
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

　

4　

以
上
の
次
第
で
あ
る
か
ら
、
①
Ｘ
に
は
、
本
件
駐
車
場
に
お

け
る
Ｏ
の
本
件
模
造
刀
に
よ
る
攻
撃
の
存
否
あ
る
い
は
本
件
模
造
刀

の
殺
傷
能
力
の
程
度
に
誤
想
が
あ
る
か
ら
、
誤
想
防
衛
が
成
立
す

る
、
②
Ｘ
に
は
過
剰
防
衛
が
成
立
す
る
旨
の
弁
護
人
の
主
張
に
つ
い

て
判
断
す
る
ま
で
も
な
く
、
本
件
に
つ
い
て
、
正
当
防
衛
は
成
立
し

な
い
。」

　

こ
の
よ
う
に
、
本
判
決
は
、
正
当
防
衛
を
「
公
的
機
関
に
よ
る
法

的
保
護
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
」
の
手
段
と
す
る
「
刑
法

三
六
条
の
趣
旨
」
を
掲
げ
て
い
る
他
、
最
高
裁
平
成
二
九
年
決
定
が

列
挙
し
た
侵
害
の
急
迫
性
の
存
否
を
検
討
す
る
際
の
考
慮
事
情
を

縷
々
検
討
し
た
上
で
、
侵
害
の
急
迫
性
を
否
定
し
て
お
り
、
最
高
裁

平
成
二
九
年
決
定
を
忠
実
に
墨
守
し
た
も
の
と
い
え
る
。

　

他
に
も
、
例
え
ば
、
前
橋
地
判
平
成
二
九
年
九
月
六
日
（
法
セ
ミ

七
六
六
号
一
二
九
頁
）
は
、
侵
害
の
予
期
が
あ
る
事
案
に
お
い
て
、

被
告
人
に
積
極
的
加
害
意
思
を
認
め
た
上
で
、「
本
件
以
前
の
事
情

を
含
め
た
本
件
行
為
全
般
の
状
況
を
踏
ま
え
、
常
識
に
従
っ
て
判
断

す
る
と
、
被
告
人
の
本
件
行
為
は
、
急
迫
不
正
の
侵
害
と
い
う
緊
急

状
況
の
下
で
公
的
機
関
に
よ
る
法
的
保
護
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
き
に
侵
害
を
排
除
す
る
た
め
の
私
人
に
よ
る
対
抗
行
為
を
例
外

的
に
許
容
し
た
正
当
防
衛
及
び
過
剰
防
衛
（
刑
法
三
六
条
）
の
趣
旨

に
照
ら
し
て
許
容
さ
れ
る
も
の
と
は
い
え
な
い
」
と
し
て
、
侵
害
の

急
迫
性
を
否
定
し
た（

４
）。

　

ま
た
、
名
古
屋
地
岡
崎
支
判
平
成
二
九
年
一
〇
月
二
七
日
（
公
刊

物
未
登
載
）
で
も
、
上
述
の
「
刑
法
三
六
条
の
趣
旨
」
に
従
っ
て
、

侵
害
の
急
迫
性
が
否
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る（

５
）。

　

以
上
の
よ
う
に
、
最
高
裁
平
成
二
九
年
決
定
の
影
響
が
着
実
に
下

級
審
に
現
れ
て
き
て
い
る
の
が
見
て
取
れ
る
。

Ⅰ　

正
当
防
衛
に
お
け
る
侵
害
の
予
期

　

１　

侵
害
の
予
期
と
急
迫
性

　
　

⑴　

積
極
的
加
害
意
思
と
急
迫
性

　

上
述
の
通
り
、
従
来
の
判
例（

６
）は

、
侵
害
の
予
期
を
前
提
に
、
積
極

的
加
害
意
思
が
伴
う
場
合
に
侵
害
の
急
迫
性
を
否
定
す
る
と
い
う
立

場
を
取
っ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
最
高
裁
平
成
二
九
年
決
定
は
、

さ
ら
に
進
ん
で
、
積
極
的
加
害
意
思
が
な
い
場
合
に
も
侵
害
の
急
迫

（86－１－５）
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性
が
否
定
さ
れ
る
余
地
を
認
め
て
い
る
。

　

侵
害
の
予
期
と
急
迫
性
を
め
ぐ
っ
て
は
、
積
極
的
加
害
意
思
の
存

在
を
根
拠
に
侵
害
の
急
迫
性
を
否
定
す
る
、
従
来
の
判
例
の
立
場
に

そ
も
そ
も
問
題
が
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

こ
の
積
極
的
加
害
意
思
論
に
よ
れ
ば
、
侵
害
の
急
迫
性
の
存
否
を

吟
味
す
る
際
、
実
行
行
為
以
前
の
状
況
を
評
価
対
象
と
す
る
こ
と
に

な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
犯
罪
の
構
成
要
素
は
実
行
行
為
時
を
基
準

に
判
断
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
行
為
主
義
の
必
然
的
要
請

で
あ
る
。

　

ま
た
、
以
前
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
行
為
者
の
主
観
に

本
来
客
観
的
で
あ
る
は
ず
の
急
迫
性
の
存
否
が
依
存
す
る
こ
と
に
な

る
点
に
も
疑
問
が
残
る（

７
）。

防
衛
行
為
の
要
件
で
は
な
く
、
正
当
防
衛

状
況
に
関
す
る
要
件
が
行
為
者
の
主
観
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
こ
と

の
問
題
性
は
、
緊
急
救
助
の
場
合
の
処
理
等
に
鑑
み
れ
ば
、
一
目
瞭

然
で
あ
る
。

　

や
は
り
、
侵
害
の
急
迫
性
と
は
、「
法
益
の
侵
害
が
間
近
に
押
し

迫
っ
た
こ
と
即
ち
法
益
侵
害
の
危
険
が
緊
迫
し
た
こ
と（

８
）」

を
指
す
の

で
あ
り
、
判
例
は
、「
侵
害
が
あ
ら
か
じ
め
予
期
さ
れ
て
い
る
も
の

で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
こ
と
か
ら
直
ち
に
急
迫
性
を
失
う
も
の
で

は
な（

９
）」

く
、「
刑
法
三
六
条
が
正
当
防
衛
に
つ
い
て
侵
害
の
急
迫
性

を
要
件
と
し
て
い
る
の
は
、
予
期
さ
れ
た
侵
害
を
避
け
る
べ
き
義
務

を
課
す
る
趣
旨
で
は
な
い
か
ら
、
当
然
又
は
ほ
と
ん
ど
確
実
に
侵
害

が
予
期
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
の
こ
と
か
ら
た
だ
ち
に
侵
害
の
急
迫

性
が
失
わ
れ
る
わ
け
で
は
な
い

）
（1
（

」
と
す
る
立
場
を
堅
持
す
べ
き
で
あ

ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
従
来
の
判
例
の
拠
っ
て
立
つ
積
極
的
加
害
意
思
論

で
す
ら
多
く
の
問
題
を
孕
ん
で
い
る
が
、
さ
ら
に
進
ん
で
、
侵
害
の

予
期
が
あ
る
場
合
に
広
く
侵
害
の
急
迫
性
を
否
定
す
る
余
地
を
認
め

る
最
高
裁
平
成
二
九
年
決
定
は
、
よ
り
い
っ
そ
う
大
き
な
問
題
を
抱

え
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

⑵　

難
解
な
法
律
概
念
と
し
て
の
正
当
防
衛

　

付
言
す
れ
ば
、
司
法
研
究
報
告
書
『
難
解
な
法
律
概
念
と
裁
判
員

裁
判

）
（（
（

』
に
お
い
て
、
正
当
防
衛
が
「
難
解
な
法
律
概
念
」
と
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
も
違
和
感
が
あ
る

）
（1
（

。

　

侵
害
の
予
期
が
あ
る
場
合
の
積
極
的
加
害
意
思
、
及
び
、
専
ら
攻

撃
の
意
思
に
つ
い
て
、
従
来
の
判
例
の
立
場
に
依
拠
す
れ
ば
、
前
者

は
侵
害
の
予
期
の
時
点
で
要
求
さ
れ
、
急
迫
性
の
存
否
が
問
題
と
な

る
の
に
対
し
、
後
者
の
判
断
時
期
は
防
衛
行
為
時
で
、
防
衛
の
意
思

の
存
否
が
問
題
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
、
上
記
報
告
書
は
、
こ
の
よ
う
な
類
似
の
概
念

に
つ
い
て
、
混
乱
な
く
裁
判
員
に
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
は
困
難
と

（法政研究 86－１－６）
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い
う
ほ
か
は
な
い
と
し
、
積
極
的
加
害
意
思
も
専
ら
攻
撃
の
意
思

も
、
正
当
防
衛
は
も
ち
ろ
ん
過
剰
防
衛
に
も
な
ら
な
い
と
い
う
同
一

の
法
律
効
果
を
有
す
る
こ
と
、
及
び
、
そ
れ
ぞ
れ
を
認
定
す
る
た

め
に
考
慮
さ
れ
る
間
接
事
実
が
か
な
り
共
通
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

「
正
当
防
衛
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
た
か
否
か
」（
正
当

防
衛
状
況
性
）
と
い
う
大
き
な
判
断
対
象
を
示
し
、
こ
れ
を
念
頭
に

置
い
て
検
討
を
進
め
る
こ
と
が
適
当
で
は
な
い
か
と
す
る
。
そ
の
上

で
、
同
報
告
書
は
、
裁
判
員
に
積
極
的
加
害
意
思
や
専
ら
攻
撃
の
意

思
と
い
う
用
語
を
使
用
し
て
判
例
理
論
を
補
足
的
に
説
明
し
て
も
、

「
積
極
的
」
と
か
「
専
ら
」
と
い
う
意
味
や
基
準
に
戸
惑
う
だ
け
で
、

却
っ
て
議
論
が
混
乱
す
る
と
し
、
裁
判
員
は
、「
被
告
人
の
行
為
は
、

そ
の
行
為
が
相
手
方
か
ら
の
侵
害
に
触
発
さ
れ
た
と
い
う
経
緯
が
あ

る
こ
と
を
除
け
ば
、
通
常
の
暴
行
や
傷
害
、
殺
人
な
ど
の
加
害
行
為

と
異
な
る
こ
と
は
な
い
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
す
な
わ
ち
正
当

防
衛
や
過
剰
防
衛
が
認
め
ら
れ
る
余
地
は
な
い
と
い
え
る
か
」
を
常

識
に
照
ら
し
て
判
断
す
れ
ば
足
り
る
と
し
て
い
る

）
（1
（

。

　

現
に
こ
の
提
言
に
従
い
、
各
要
件
を
挙
げ
る
の
で
は
な
く
、「
正

当
防
衛
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
た
か
ど
う
か
」
を
問
題

と
す
る
判
例

）
（1
（

も
散
見
さ
れ
る
が
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
批
判
も
強

い
。

　

ま
ず
、「
正
当
防
衛
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
た
か
否

か
」
と
い
う
大
き
な
判
断
対
象
を
示
す
点
に
つ
い
て
、「
正
当
防
衛

が
認
め
ら
れ
る
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
た
か
否
か
」
は
、「
大
ま
か
な

印
象
」
で
判
断
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
く
、
刑
法
三
六
条
の
要
件
で
あ

る
「
急
迫
不
正
の
侵
害
」
に
即
し
て
、
具
体
的
に
判
断
す
べ
き
で
あ

り
、
そ
れ
を
裁
判
員
に
分
か
る
よ
う
に
説
明
し
た
上
で
判
断
を
求
め

る
以
外
に
は
な
い
と
さ
れ
、「
大
ま
か
な
印
象
」
に
よ
る
判
断
は
単

な
る
ラ
フ
な
判
断
に
す
ぎ
ず
、
そ
れ
と
裁
判
員
に
よ
る
判
断
と
が
同

視
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
と
の
指
摘

）
（1
（

が
あ
る
。

　

ま
た
、「
正
当
防
衛
か
否
か
」
を
端
的
に
問
題
と
す
る
こ
と
は
、

印
象
論
的
に
結
論
を
導
く
お
そ
れ
が
あ
り
、
特
に
、
無
罪
か
有
罪
か

と
い
う
二
者
択
一
的
に
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
、
正
当
防
衛
が

違
法
阻
却
で
あ
り
、
責
任
阻
却
で
は
な
い
と
い
う
基
本
的
な
理
解
が

崩
壊
す
る
と
論
難

）
（1
（

さ
れ
る
。

　

こ
の
点
、
違
法
阻
却
事
由
の
規
定
は
被
告
人
に
不
処
罰
を
保
障
す

る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
範
囲
を
明
文
に
よ
ら
ず
し
て
縮
小
す
る
こ
と

は
、
明
文
に
よ
ら
な
い
処
罰
範
囲
の
拡
大
と
同
義
で
あ
っ
て
、
罪

刑
法
定
主
義
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
。「
印
象
論
」
に
よ
る
判
断
が
、

刑
法
三
六
条
の
文
言
を
踏
み
越
え
て
、
被
告
人
に
不
利
益
な
解
釈
を

も
た
ら
し
う
る
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
大
い
に
問
題
と
い
う
べ
き

で
あ
ろ
う
。

（86－１－７）



研究ノート

8

　

２　

侵
害
回
避
義
務
論

　

最
高
裁
平
成
二
九
年
決
定
に
は
、
近
時
有
力
に
展
開
さ
れ
て
い
る

侵
害
回
避
義
務
論
の
影
響
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
主
張
は
、
次
の
よ
う

な
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、「
侵
害
の
予
期
の
存
在
は
、
利
益
衝
突
状

況
の
事
前
の
回
避
可
能
性
・
容
易
性
を
根
拠
づ
け
る
も
の
で
あ
り
、

正
当
防
衛
を
許
す
べ
き
状
況
と
い
え
る
か
否
か
を
規
範
的
に
判
断
す

る
一
事
情
」
と
し
、「
た
と
え
ば
、
現
場
に
向
か
え
ば
拳
銃
や
日
本

刀
な
ど
を
用
い
て
侵
害
さ
れ
る
こ
と
が
必
至
と
認
識
し
つ
つ
、
あ
え

て
現
場
に
向
か
っ
た
場
合
（
出
向
き
型
）、
喧
嘩
相
手
か
ら
『
今
か

ら
す
ぐ
そ
ち
ら
に
行
く
』
と
電
話
で
告
げ
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯

か
ら
、
相
手
が
凶
器
を
持
参
し
て
来
襲
す
る
こ
と
が
確
実
と
認
識
し

つ
つ
、
迎
撃
態
勢
を
整
え
て
待
機
し
て
い
る
場
合
（
待
ち
受
け
型
）

な
ど
に
つ
い
て
は
、
侵
害
の
時
期
・
態
様
に
つ
い
て
相
当
に
具
体
化

さ
れ
た
予
期
が
認
め
ら
れ
る
以
上
、
侵
害
の
予
期
が
あ
っ
た
も
の
と

し
て
、
そ
の
際
に
正
当
な
利
益
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
な
く
侵
害
回
避

が
可
能
で
あ
れ
ば
、
侵
害
回
避
義
務
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る

）
（1
（

」

と
。

　

し
か
し
、
こ
の
侵
害
回
避
義
務
論
に
対
し
て
は
、
実
行
行
為
で
な

い
義
務
違
反
を
根
拠
に
犯
罪
の
成
立
を
認
め
る
も
の
で
は
な
い
か
と

の
批
判
の
他
、
次
の
よ
う
な
指
摘
も
あ
る
。
即
ち
、
正
当
防
衛
の
場

合
、
侵
害
が
事
前
に
予
期
さ
れ
て
い
て
も
、
防
衛
者
に
退
避
義
務
、

及
び
、
警
察
等
へ
の
事
前
の
通
報
義
務
は
な
い
と
さ
れ
、「
こ
れ
ら

の
義
務
を
認
め
る
な
ら
ば
、
い
つ
も
の
散
歩
の
コ
ー
ス
に
暴
漢
が
待

ち
伏
せ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
人
物
は
お
気
に
入
り
の
散
歩
を
中
断

し
て
警
察
に
駆
け
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
、
あ
る
い
は
散
歩

コ
ー
ス
を
変
え
る
か
の
い
ず
れ
か
の
義
務
を
負
う
こ
と
に
な
っ
て
、

こ
の
よ
う
な
形
で
不
正
へ
の
譲
歩
を
強
い
ら
れ
、
散
歩
を
楽
し
む
と

い
う
市
民
の
正
当
な
権
利
行
使
や
行
動
の
自
由
が
制
限
さ
れ
て
し
ま

う
）
（1
（

」
と
さ
れ
る
。

　

や
は
り
、
そ
も
そ
も
何
ら
不
利
益
を
受
け
る
い
わ
れ
の
な
い
者
に

義
務
を
負
わ
せ
る
構
成
は
疑
問
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
一
般
的
な

不
救
助
罪
規
定
を
有
す
る
法
制
の
下
な
ら
と
も
か
く
、
そ
う
で
な
い

日
本
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
義
務
を
肯
定
す
る
の
に
は
無
理
が
あ
ろ

う
）
（1
（

。Ⅱ　

刑
法
三
六
条
の
趣
旨

　

最
高
裁
平
成
二
九
年
決
定
の
問
題
性
は
、
刑
法
三
六
条
の
趣
旨
を

「
急
迫
不
正
の
侵
害
と
い
う
緊
急
状
況
の
下
で
公
的
機
関
に
よ
る
法

的
保
護
を
求
め
る
こ
と
が
期
待
で
き
な
い
と
き
に
、
侵
害
を
排
除
す

る
た
め
の
私
人
に
よ
る
対
抗
行
為
を
例
外
的
に
許
容
し
た
も
の
」
と

（法政研究 86－１－８）
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理
解
し
、
正
当
防
衛
を
自
力
救
済
禁
止
の
例
外

）
11
（

と
し
て
捉
え
て
い
る

点
に
も
表
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
い
う
「
刑
法
三
六
条
の
趣
旨
」
に
つ
い
て
は
、
予
期
の
あ

る
場
合
に
限
っ
て
み
て
も
疑
問
が
残
る
が
、
こ
れ
を
正
当
防
衛
一
般

に
妥
当
す
る
も
の
と
考
え
る
こ
と
は
到
底
許
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

自
力
救
済
禁
止
の
例
外
と
い
う
説
明
は
、
本
来
、
自
救
行
為
の
際

に
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
広
義
に
お
い
て
は
、
自
救
行
為
も
正

当
防
衛
や
緊
急
避
難
と
同
様
、
緊
急
行
為
の
一
種
と
い
え
る
が
、
両

者
に
は
決
定
的
な
違
い
が
あ
る
。
前
者
で
は
、
過
去
の
侵
害
に
対
す

る
救
済
が
問
題
と
な
る
の
に
対
し
、
後
者
は
、
侵
害
自
体
が
急
迫
な

い
し
現
在
し
て
い
る
場
合
で
あ
る
。
過
去
の
侵
害
で
あ
れ
ば
、
原
則

と
し
て
法
的
手
続
に
よ
る
権
利
回
復
が
要
請
さ
れ
る
の
は
当
然
で
あ

る
が
、
侵
害
の
急
迫
性
及
び
危
難
の
現
在
性
は
、
こ
れ
と
は
全
く
性

質
を
異
に
す
る
。

　

確
か
に
、
正
当
防
衛
の
よ
う
な
緊
急
行
為
に
お
い
て
、
そ
の
趣
旨

は
、「
緊
急
の
ば
あ
い
に
お
い
て
、
法
に
よ
る
本
来
の
保
護
を
受
け

る
余
裕
の
な
い
と
き
に
許
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
法
秩
序
の
侵
害
の
予

防
ま
た
は
回
復
を
国
家
機
関
が
行
う
い
と
ま
の
な
い
ば
あ
い
に
、
補

充
的
に
私
人
に
こ
れ
を
行
う
こ
と
を
許
す
も
の
で
あ
る

）
1（
（

」
と
い
う
説

明
が
な
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
説
明
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、「
国
家
機
関

4

4

4

4

が
法

秩
序
の
侵
害
の
予
防
ま
た
は
回
復
を
は
か
る
暇
の
な
い
緊
急
の
場
合

に
正
当
防
衛
権
を
認
め
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
私
人

4

4

が
『
公
的
機

関
の
法
的
保
護
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
』
場
合
に
限
り
正
当
防

衛
権
を
認
め
る
も
の
で
は
な
い

）
11
（

」
の
で
あ
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
正
当
防
衛
に
お
い
て
は
、
補
充
性
は
要
求
さ

れ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
公
的
機
関
に
よ
る
法
的
保
護
を
求
め
る
こ
と

が
期
待
で
き
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
正
当
防
衛
権
の
行
使
は
可
能
で

あ
る
。
例
え
ば
、
突
然
暴
漢
に
襲
わ
れ
た
場
合
、
仮
に
隣
に
警
官
が

立
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
す
ぐ
そ
ば
に
交
番
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

反
撃
は
許
容
さ
れ
う
る
の
で
あ
る
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
正
当
防
衛
権

は
画
餅
に
帰
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う

）
11
（

。

結
論　

刑
法
三
六
条
と
罪
刑
法
定
主
義

　

以
上
、
侵
害
の
予
期
が
あ
る
場
合
の
正
当
防
衛
に
関
し
て
、
判
例

の
動
向
を
中
心
に
批
判
的
分
析
を
試
み
た
。
最
高
裁
平
成
二
九
年
決

定
は
、
そ
の
前
提
と
す
る
「
刑
法
三
六
条
の
趣
旨
」
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
、
積
極
的
加
害
意
思
論
の
枠
を
超
え
て
、
侵
害
の
急
迫
性
を
否

定
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
問
題
性
は
大
き
い
と
い
わ
ざ
る
を
得

な
い
。
急
迫
性
の
否
定
は
、
正
当
防
衛
の
み
な
ら
ず
、
過
剰
防
衛
の

（86－１－９）
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余
地
す
ら
奪
う
こ
と
に
な
る
だ
け
に
、
実
際
上
の
問
題
も
小
さ
く
な

い
。
さ
ら
に
、
こ
の
決
定
を
墨
守
す
る
下
級
審
裁
判
例
が
散
見
さ
れ

る
に
至
っ
て
、
問
題
は
よ
り
深
刻
化
し
て
い
る
。

　

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
判
例
理
論
が
生
じ
、
正
当
防
衛
論
が
複
雑
化
し

て
い
く
の
で
あ
ろ
う
か
。
条
文
か
ら
明
確
に
導
出
し
得
な
い
判
例
固

有
の
判
断
基
準
を
前
に
す
れ
ば
、
正
当
防
衛
は
難
解
な
法
律
概
念
と

い
う
こ
と
に
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
翻
っ
て
考
え
れ
ば
、

正
当
防
衛
概
念
自
体
が
難
解
な
わ
け
で
は
な
く

）
11
（

、
む
し
ろ
、
難
解
な

の
は
正
当
防
衛
を
め
ぐ
っ
て
展
開
さ
れ
て
い
る
判
例
理
論
と
解
す
る

こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か

）
11
（

。

　

結
局
、
一
般
市
民
で
あ
る
裁
判
員
が
当
該
条
文
か
ら
読
み
取
れ
な

い
よ
う
な
基
準
は
、
い
か
に
こ
れ
ま
で
の
判
例
理
論
に
適
っ
て
い
た

と
し
て
も
用
い
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
裁
判
員
裁
判
の
導

入
は
、
罪
刑
法
定
主
義
に
忠
実
な
実
務
に
回
帰
す
る
契
機
と
位
置
づ

け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う

）
11
（

。

　

さ
ら
に
い
え
ば
、
刑
事
裁
判
に
市
民
の
多
様
で
柔
軟
な
意
見
を
取

り
入
れ
る
と
い
う
裁
判
員
制
度
の
意
義
に
鑑
み
、
立
法
論
的
に
は
、

裁
判
員
法
六
条
を
改
正
し
、
現
在
、
職
業
裁
判
官
の
専
権
事
項
と
さ

れ
て
い
る
「
法
令
の
解
釈
」
も
「
法
令
の
適
用
」
同
様
、
裁
判
官
と

裁
判
員
の
合
議
に
よ
る
と
す
る
こ
と
も
一
考
に
値
す
る
と
い
え
よ

う
）
11
（

。

（
１
）
本
稿
は
、
二
〇
一
九
年
一
月
二
二
日
（
火
）、
福
岡
高
等
裁
判
所

で
開
催
さ
れ
た
、
平
成
三
〇
年
度
合
同
判
例
研
究
会
に
お
い
て
行
っ

た
、「
正
当
防
衛
に
お
け
る
侵
害
の
予
期
―
最
決
平
成
二
九
年
四
月
二

六
日
の
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
―
」
と
題
す
る
研
究
報
告
に
加
筆
、

修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
当
日
は
、
裁
判
官
三
〇
名
を
含
む
、
四
〇

名
以
上
の
参
加
者
を
得
て
、
質
疑
応
答
を
通
じ
て
貴
重
な
意
見
交
換

が
で
き
た
。
ご
質
問
頂
い
た
諸
氏
に
は
こ
こ
で
改
め
て
謝
意
を
表
し

た
い
。

（
２
）
最
決
平
成
二
九
年
四
月
二
六
日
を
評
釈
し
た
も
の
と
し
て
、
門
田

成
人
「
判
批
」
法
セ
ミ
七
五
〇
号
（
二
〇
一
七
年
）
一
〇
九
頁
、
木

崎
峻
輔
「
判
批
」
筑
波
七
四
号
（
二
〇
一
八
年
）
四
一
頁
、
是
木
誠
「
判

批
」
警
論
七
〇
巻
八
号
（
二
〇
一
七
年
）
一
八
四
頁
、
坂
下
陽
輔
「
判

批
」判
時
二
三
六
二
号（
二
〇
一
八
年
）一
六
九
頁
、
島
田
美
小
妃「
判

批
」
新
報
一
二
五
巻
一=

二
号
（
二
〇
一
八
年
）
一
二
九
頁
、
照
沼
亮

介
「
判
批
」
法
教
四
四
五
号
（
二
〇
一
七
年
）
四
八
頁
、
中
尾
佳
久
「
判

批
」ジ
ュ
リ
一
五
一
〇
号（
二
〇
一
七
年
）一
〇
七
頁
、
波
床
昌
則「
判

批
」
刑
ジ
ャ
五
四
号
（
二
〇
一
七
年
）
一
四
八
頁
、
成
瀬
幸
典
「
判
批
」

法
教
四
四
四
号（
二
〇
一
七
年
）一
五
八
頁
、
橋
田
久「
重
判
解
」ジ
ュ

リ
臨
時
増
刊
一
五
一
八
号
（
二
〇
一
八
年
）
一
五
四
頁
、
前
田
雅
英

「
判
批
」
捜
研
六
六
巻
七
号
（
二
〇
一
七
年
）
一
四
頁
、
森
住
信
人
「
判

批
」
専
修
ロ
ー
一
三
号
（
二
〇
一
七
年
）
一
一
三
頁
が
あ
る
。
そ
の

他
、
最
高
裁
平
成
二
九
年
決
定
を
素
材
と
し
て
正
当
防
衛
論
を
検
討

す
る
も
の
と
し
て
、
大
塚
裕
史
「
侵
害
の
『
急
迫
性
』
要
件
の
意
義

と
射
程
―
最
高
裁
平
成
二
九
年
決
定
を
手
掛
か
り
と
し
て
―
」
判
時

二
三
五
七=
二
三
五
八
号（
二
〇
一
八
年
）一
三
頁
以
下
、
大
谷
實「
自

（法政研究 86－１－10）
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招
侵
害
と
正
当
防
衛
論
―
最
高
裁
第
二
小
法
廷
平
成
二
九
年
四
月
二

九
日
決
定
に
関
連
し
て
―
」
判
時
二
三
五
七=

二
三
五
八
号
（
二
〇

一
八
年
）
六
頁
以
下
、
小
林
憲
太
郎
「
自
招
侵
害
論
の
行
方
―
平
成

二
九
年
決
定
は
何
が
し
た
か
っ
た
の
か
」
判
時
二
三
三
六
号
一
四
二

頁
以
下
、
佐
伯
仁
志
「
正
当
防
衛
の
新
判
例
に
つ
い
て
」
判
時
二
三

五
七=
二
三
五
八
号
（
二
〇
一
八
年
）
一
九
頁
以
下
、
嶋
矢
貴
之
「
刑

法
学
の
出
発
点
と
し
て
の
条
文
―
変
容
す
る
正
当
防
衛
制
限
論
か
ら
」

法
教
四
五
一
号
（
二
〇
一
八
年
）
二
六
頁
以
下
、
高
橋
則
夫
「『
急
迫

性
』
の
判
断
構
造
―
最
高
裁
平
成
二
九
年
決
定
を
め
ぐ
っ
て
―
」
研

修
八
三
七
号
（
二
〇
一
八
年
）
三
頁
以
下
、
山
本
和
輝
「
正
当
防
衛

状
況
の
前
段
階
に
お
け
る
公
的
救
助
要
請
義
務
は
認
め
ら
れ
る
か
？

（
一
）・（
二
・
完
）」
立
命
三
七
四
号
（
二
〇
一
七
年
）
一
五
三
六
頁

以
下
、
同
三
七
七
号
（
二
〇
一
八
年
）
一
五
六
頁
以
下
等
参
照
。

（
３
）
仙
台
地
判
平
成
二
九
年
九
月
二
二
日
の
評
釈
と
し
て
、
井
上
宜
裕

「
判
批
」W

atch 

二
二
号
（
二
〇
一
八
年
）
一
八
九
頁
が
あ
る
。

（
４
）前
橋
地
判
平
成
二
九
年
九
月
六
日
の
評
釈
と
し
て
、
門
田
成
人「
判

批
」
法
セ
ミ
七
六
六
号
（
二
〇
一
八
年
）
一
二
九
頁
が
あ
る
。

（
５
）
松
宮
孝
明
「
正
当
防
衛
に
お
け
る
『
急
迫
性
』
に
つ
い
て
」
立
命

三
七
七
号
（
二
〇
一
八
年
）
九
八
頁
以
下
参
照
。
な
お
、
控
訴
審
で

あ
る
、
名
古
屋
高
判
平
成
三
〇
年
三
月
二
六
日
（
公
刊
物
未
登
載
）

で
は
、「
喧
嘩
両
成
敗
」
を
根
拠
に
「
急
迫
性
」
を
否
定
し
た
よ
う
で

あ
る
（
同
論
文
九
八
頁
注
1
））。

（
６
）
最
決
昭
和
五
二
年
七
月
二
一
日
刑
集
三
一
巻
四
号
七
四
七
頁
等
。

（
７
）
浅
田
和
茂
『
刑
法
総
論
〔
第
二
版
〕』（
成
文
堂
、
二
〇
一
九
年
）

二
二
五
頁
、
内
藤
謙
『
刑
法
講
義
総
論
（
中
）』（
有
斐
閣
、
一
九
八

六
年
）
三
三
三
頁
等
。

（
８
）
最
判
昭
和
二
四
年
八
月
一
八
日
刑
集
三
巻
九
号
一
四
六
五
頁
等
。

（
９
）
最
決
昭
和
四
六
年
一
一
月
一
六
日
刑
集
二
五
巻
八
号
九
九
六
頁
。

（
10
）
上
記
最
決
昭
和
五
二
年
七
月
二
一
日
。

（
11
）
司
法
研
修
所
『
難
解
な
法
律
概
念
と
裁
判
員
裁
判
（
司
法
研
究
報

告
書
・
第
六
一
輯
第
一
号
）』（
法
曹
会
、
二
〇
〇
九
年
）。

（
12
）
井
上
宜
裕
「
裁
判
員
裁
判
と
難
解
な
法
律
概
念
―
正
当
防
衛
―
」

犯
刑
二
一
号
（
二
〇
一
一
年
）
二
九
頁
以
下
参
照
。

（
13
）
司
法
研
修
所
・
前
掲
注
（
11
）
二
四
頁
以
下
。

（
14
） 

最
決
平
成
二
〇
年
六
月
二
五
日
刑
集
六
二
巻
六
号
一
八
五
九
頁
等
。

（
15
）
浅
田
和
茂
「
裁
判
員
裁
判
と
刑
法
―
『
難
解
な
法
律
概
念
と
裁
判

員
裁
判
』
を
読
む
―
」
立
命
三
二
七
・
三
二
八
号
（
二
〇
一
〇
年
）

一
四
三
三
―
一
四
三
四
頁
。

（
16
）
高
橋
則
夫
「
裁
判
員
裁
判
と
刑
法
解
釈
―
司
法
研
究
報
告
書
を
素

材
に
―
」
刑
ジ
ャ
一
八
号
（
二
〇
〇
九
年
）
五
頁
。

（
17
）
橋
爪
隆
『
正
当
防
衛
論
の
基
礎
』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
七
年
）
三

一
〇
頁
。
ま
た
、
佐
藤
文
哉
「
正
当
防
衛
に
お
け
る
退
避
可
能
性
に

つ
い
て
」『
西
原
春
夫
先
生
古
稀
祝
賀
論
文
集
（
第
一
巻
）』（
成
文
堂
、

一
九
九
八
年
）二
四
二
頁
以
下
、
佐
伯
仁
志「
正
当
防
衛
と
退
避
義
務
」

『
小
林
充
先
生
・
佐
藤
文
哉
先
生
古
稀
祝
賀
刑
事
裁
判
論
集
（
上
巻
）』

（
判
例
タ
イ
ム
ズ
社
、
二
〇
〇
六
年
）
一
〇
一
頁
以
下
等
参
照
。

（
18
）
松
宮
孝
明
『
刑
法
総
論
講
義
〔
第
五
版
〕』（
成
文
堂
、
二
〇
一
七

年
）
一
四
五
頁
。

（
19
）
井
上
・
前
掲
注
（
３
）
一
九
一
頁
。

（
20
）
最
高
裁
平
成
二
九
年
決
定
の
よ
う
に
、
正
当
防
衛
を
自
力
救
済
禁
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止
の
例
外
と
捉
え
る
見
解
と
し
て
、
小
林
充
＝
香
城
敏
麿
編
『
刑
事

事
実
認
定
―
裁
判
例
の
総
合
的
研
究
（
上
）』（
判
例
タ
イ
ム
ズ
社
、

一
九
九
二
年
）
二
七
二
頁
以
下
［
香
城
敏
麿
］、
安
廣
文
夫
「
正
当
防

衛
・
過
剰
防
衛
」
法
教
三
八
七
号
（
二
〇
一
二
年
）
一
四
頁
以
下
、

同
「
正
当
防
衛
・
過
剰
防
衛
に
関
す
る
最
近
の
判
例
に
つ
い
て
」
刑

法
三
五
巻
二
号
二
四
〇
頁
以
下
等
参
照
。

（
21
）
団
藤
重
光
『
刑
法
綱
要
総
論
〔
第
三
版
〕』（
創
文
社
、
一
九
九
〇

年
）
二
三
二
頁
。

（
22
）
山
本
和
輝
「
正
当
防
衛
状
況
の
前
段
階
に
お
け
る
公
的
救
助
義
務

は
認
め
ら
れ
る
か
？
（
1
）」
前
掲
注
（
2
）
一
五
三
九
頁
。

（
23
）
井
上
・
前
掲
注
（
３
）
一
九
二
頁
。

（
24
）
小
坂
井
久
「
難
解
な
法
解
釈
と
裁
判
員
裁
判
―
正
当
防
衛
に
関
す

る
模
擬
裁
判
を
通
し
て
―
弁
護
人
の
立
場
か
ら
―
」
刑
ジ
ャ
一
〇
号

（
二
〇
〇
八
年
）
八
五
頁
。

（
25
）
こ
の
点
に
関
連
し
て
、
浅
田
・
前
掲
注
（
15
）
一
四
三
三
頁
は
、

積
極
的
加
害
意
思
が
あ
る
場
合
に
急
迫
性
を
否
定
す
る
判
例
に
つ
い

て
、「
急
迫
性
の
有
無
は
客
観
的
に
判
断
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
学
説

か
ら
の
厳
し
い
批
判
が
あ
り
、
む
し
ろ
こ
の
判
例
に
こ
そ
問
題
が
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
判
例
の
立
場
を
裁
判
員
が
理
解
で
き
な
い
の
は
当

然
で
あ
り
、
判
例
の
変
更
を
要
す
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
」
と

述
べ
て
い
る
。

（
26
）
井
上
・
前
掲
注
（
12
）
四
五
頁
。

（
27
）
井
上
・
前
掲
注
（
12
）
四
二
―
四
三
頁
。
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